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岡
山
県
の
南
端
に
位
置
す
る
玉
野
市
は
、瀬
戸
内
海
に
面
し
た
湾
岸
都
市
。

古
く
か
ら
漁
業
や
製
塩
業
、造
船
業
な
ど
で
栄
え
て
き
た
エ
リ
ア
で
、

湾
岸
部
に
は
宇
野
港
を
は
じ
め
と
し
た
活
気
あ
る
港
が
点
在
し
て
い
る
。

群
雄
割
拠
す
る
戦
国
時
代
に
は
、上
野
氏
や
宇
喜
多
氏
な
ど
名
だ
た
る
武
将
が
こ
の
地
を
拠
点
と
し
た
。

市
内
に
は
戦
国
時
代
の
山
城
跡
が
多
く
残
り
、な
か
で
も
常
山
城
は

城
主・上
野
隆
徳
と
妻
の
鶴
姫
が
毛
利
氏
と
激
闘
を
繰
り
広
げ
た
地
と
し
て
有
名
だ
。

本
誌
で
は
常
山
城
や
海
の
産
業
の
歴
史
の
ほ
か
、市
内
東
部
エ
リ
ア
の
郷
土
史
に
も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
。

巻
末
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マッ
プ
で
ル
ー
ト
や
ス
ポ
ッ
ト
を
チェッ
ク
し
て
、地
元
の
歴
史
を
た
ど
って
み
た
い
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
×
歴
史
の
新
提
案
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鶴つ
る

姫ひ
め

　

常
山
城
（
跡
）
は
、
岡
山
県
の
児こ

島じ
ま

半

島
に
所
在
す
る
。
標
高
３
０
７
メ
ー
ト
ル

の
常
山
に
築
か
れ
た
山
城
で
あ
っ
た
。
常

山
は
「
児
島
富
士
」
と
も
呼
ば
れ
、
児
島

に
お
い
て
３
番
目
に
高
い
山
で
あ
る
。
山

頂
か
ら
は
、
岡
山
平
野
や
四
国
ま
で
を
も

望
む
こ
と
が
で
き
る
。
眺
望
の
良
さ
が
常

山
に
城
が
築
か
れ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。
常

山
に
城
を
築
い
た
の
は
、
備
中
国
の
国こ

く

人じ
ん
・
上
野
氏
の
一
族
と
い
わ
れ
て
い
る
。

築
城
の
時
期
は
、
戦
国
時
代
の
初
期
と
も

い
わ
れ
る
が
定
か
で
は
な
い
。

　

児
島
は
中
世
に
お
い
て
は
「
島
」
で
あ

っ
て
、
海
上
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。
よ

っ
て
、
諸
国
の
武
将
た
ち
の
争
奪
の
対
象

と
な
っ
た
。
常
山
城
と
い
え
ば
、
天
正
３

年
（
１
５
７
５
）
の
常
山
合
戦
が
著
名
で

あ
ろ
う
。
常
山
城
主
の
上う

え
野の

隆た
か

徳の
り
と
、
西

国
の
大
大
名
・
毛も

う
利り

氏
と
の
戦
い
で
あ
る
。

上
野
氏
最
後
の
当
主
・
隆
徳
の
妻
は
鶴
姫

と
い
っ
た
。
備
中
松
山
城
（
岡
山
県
高
梁

市
）
城
主
・
三み

村む
ら

家い
え

親ち
か

の
娘
で
あ
る
。

　

毛
利
氏
か
ら
攻
撃
を
受
け
た
三
村
氏
。

縁
戚
に
あ
る
隆
徳
は
三
村
氏
に
加
勢
し
た

の
で
あ
っ
た
。
毛
利
氏
の
大
軍
約
６
千
に

常
山
城
を
包
囲
さ
れ
、
風
前
の
灯
の
隆
徳
。

城
兵
は
僅
か
２
０
０
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

隆
徳
は
奮
戦
す
る
も
、
最
早
、
落
城
は
避

け
ら
れ
な
い
。

　

同
年
６
月
７
日
、
次
々
と
自
決
し
て
い

く
上
野
一
族
。
こ
の
惨
劇
を
前
に
し
て
、

悲
壮
な
決
意
を
固
め
た
女
性
が
い
た
。
隆

徳
の
妻
・
鶴
姫
で
あ
る
。
鶴
姫
は
、
具
足

に
身
を
固
め
、
敵
勢
（
毛
利
氏
）
に
突
撃

せ
ん
と
し
た
の
だ
。
城
兵
の
妻
ら
は
そ
れ

を
止
め
よ
う
と
す
る
も
、
鶴
姫
は
拒
否
し
、

駆
け
出
し
て
い
く
。
そ
れ
を
見
た
鶴
姫
の

侍
女
34
人
も
、
鶴
姫
の
後
を
追
い
、
毛
利

軍
に
突
撃
。
鶴
姫
は
、
毛
利
方
の
乃の

美み

宗む
ね

勝か
つ

に
戦
い
を
挑
む
も
、
敵
兵
の
攻
撃
に
よ

り
負
傷
し
、
城
内
に
退
い
た
と
い
う
。
城

内
に
退
却
し
た
鶴
姫
は
、
短
刀
を
口
に
く

わ
え
、身
を
伏
せ
て
、自
害
し
た
と
い
わ
れ

る
。
武
将
顔
負
け
の
凄
ま
じ
い
死
で
あ
る
。

鶴
姫
に
付
き
従
っ
た
34
人
の
女
た
ち
も
、

自
害
あ
る
い
は
討
死
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

鶴
姫
と
34
人
の
「
女
軍
」
の
壮
絶
な
最

期
。
彼
女
た
ち
を
供
養
す
る
た
め
に
昭
和

49
年
（
１
９
７
４
）
よ
り
行
わ
れ
て
い
る

の
が
「
常
山
城
女
軍
供
養
祭
」
で
あ
る
。

ち
な
み
に
上
野
隆
徳
も
自
害
し
、
こ
こ
に

上
野
氏
は
滅
亡
す
る
。

　

上
野
氏
の
滅
亡
後
、
常
山
城
は
、
毛
利

氏
を
経
て
宇う

喜き

多た

氏
の
家
臣
・
戸
川
氏
が

城
主
と
な
っ
た
。し
か
し
、慶
長
５
年（
１

６
０
０
）
の
関
ヶ
原
の
戦
い
で
宇
喜
多
氏

は
西
軍
に
付
き
、
所
領
は
没
収
。
備
前
国

に
は
小こ

早ば
や

川か
わ

秀ひ
で

秋あ
き

が
入
り
、
常
山
城
は
そ

の
臣
・
伊
岐
氏
の
も
の
と
な
る
。
が
、
小

早
川
秀
秋
は
慶
長
７
年
（
１
６
０
２
）
に

早
逝
。
秀
秋
に
嗣
子
が
い
な
か
っ
た
こ
と

で
、
備
前
は
池
田
氏
が
治
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
常
山
城
は
廃
城
と

な
り
「
歴
史
的
役
割
」
を
終
え
る
。

　

常
山
城
は
、
常
山
の
山
頂
に
「
本
丸
」

が
あ
る
。
本
丸
か
ら
北
と
北
東
に
延
び
る

尾
根
に
合
わ
せ
て
13
の
「
曲
輪
」
が
築
か

れ
て
い
る
。
常
山
城
は
連
郭
式
（
本
丸
や

二
の
丸
な
ど
の
曲
輪
が
連
続
し
て
配
置
さ

れ
た
縄
張
）
の
山
城
で
あ
っ
た
。
城
跡
に

は
、上
野
隆
徳
が
自
刃
し
た
と
さ
れ
る「
腹

切
岩
」、
石
垣
、「
底
無
井
戸
」
と
呼
ば
れ

る
井
戸
、
鶴
姫
と
侍
女
ら
の
供
養
墓
な
ど

が
残
っ
て
い
る
。
供
養
墓
に
は
献
花
が
絶

え
ず
、
人
々
の
鶴
姫
ら
に
対
す
る
哀
悼
の

想
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

常つ
ね

山や
ま

城
物
語

常
山
城
主
・
上
野
隆
徳
の
妻
。攻
め
寄
せ
る
毛
利
氏
の
軍
勢
に

女
軍
を
率
い
て
立
ち
向
か
っ
た
勇
敢
な
女
性
。

監修・文／濱田浩一郎

常
山
合
戦
の
舞
台
と
な
っ
た

児
島
半
島
の
山
城

毛
利
軍
に
突
撃
し
た
女
傑

鶴
姫
の
伝
説

のどかな田園風景のなかに立つ常山。山頂か
らは児島湾から岡山市街方面まで見渡せる。

常山

常山の北山麓（JR常山駅の南
側）から登山口へ。麓から山頂
までは30～40分ほどかかる。

常山城本丸への石段

山頂付近には、激闘の末に自
害した鶴姫を含む上野一族と
侍女34名の供養墓が立つ。
自由参拝可。

常山女軍供養墓

尾根筋の間にある井戸。常山
城の水源で、一度も枯れたこ
とがないともいわれている。

底無井戸
山頂の本丸付近には高さ
2、3メートルの石垣が
残る。兵庫丸、栂尾丸な
どにも石垣が点在。

本丸石垣

戦
国
の
鶴
姫
激
闘
の
地

J
R
常
山
駅
の
南
に
位
置
す
る
常
山
は
、戦
国
時
代
に
国
人・上
野
氏
が
拠
点
と
し
た
地
。

上
野
氏
と
毛
利
氏
が
激
闘
を
繰
り
広
げ
、豊
臣
政
権
下
に
は
宇
喜
多
氏
の
所
領
と
な
っ
た
。

常
山
城
に
つい
て
、鶴
姫
や
宇
喜
多
氏
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
迫
る
。

常山城跡
電話／0863-33-5005（玉野市商工観光課）　住所／玉野市用吉
見学自由　駐車場／登山口に駐車場あり
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宇
喜
多
氏

　

玉
野
市
は
か
つ
て
備び

前ぜ
ん

国
に
属
し
て
お

り
、
室
町
時
代
の
守
護
は
赤
松
氏
だ
っ
た
。

赤
松
氏
は
、
嘉
吉
元
年
（
１
４
４
１
）
の

嘉
吉
の
乱
で
、
６
代
将
軍
足
利
義よ

し

教の
り
を
暗

殺
し
た
こ
と
か
ら
追
討
さ
れ
、
一
時
勢
力

が
衰
え
た
が
、
応
仁
元
年
（
１
４
６
７
）

に
勃
発
し
た
応
仁
・
文
明
の
乱
で
活
躍
し
、

復
権
を
果
た
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

播は
り
磨ま

国
を
本
国
と
す
る
赤
松
氏
は
、
備

前
国
と
美み

ま

作さ
か

国
の
守
護
も
兼
ね
て
い
た
。

し
か
し
、
戦
国
時
代
に
な
る
と
、
備
前
国

の
守
護
代
で
あ
っ
た
浦う

ら

上が
み

氏
が
下
剋
上
に

よ
り
主
家
の
赤
松
氏
を
凌
駕
し
、
備
前
国

は
も
と
よ
り
、
美
作
国
や
播
磨
国
の
支
配

に
も
乗
り
出
し
て
い
く
。

　

こ
の
浦
上
氏
の
下
剋
上
を
支
え
た
の
が
、

宇う

喜き

多た

能よ
し

家い
え
で
あ
る
。
宇
喜
多
氏
は
、
備

前
国
の
有
力
な
国
人
（
国
衆
）
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
能
家
の
時
代
に
台
頭
し

て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
系
譜

に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
な
い
。

　

ふ
つ
う
宇
喜
多
氏
は
、
備
前
国
の
名
族

で
あ
っ
た
三
宅
氏
の
後
裔
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
三
宅
氏
は
、
古
代
に
朝
鮮
半
島
南
西

部
に
勃
興
し
た
百
済
の
王
族
が
祖
で
あ
る

と
い
う
。宇
喜
多
能
家
像（
岡
山
県
立
博
物
館
蔵
）

賛
に
も
、
三
宅
氏
の
後
裔
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
史
実
か
否
か
は
と
も
か
く
、
こ
れ

が
生
前
に
描
か
れ
た
寿
像
で
あ
る
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
能
家
自
身
は
、
三
宅
氏
の
末

裔
で
あ
る
と
自
認
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
、
備
前
国
邑
久
郡
（
瀬
戸

内
市
）
内
の
豪
族
グ
ル
ー
プ
の
流
れ
を
く

む
児
島
氏
と
い
う
説
も
あ
る
。
児
島
氏
は
、

南
北
朝
の
動
乱
で
後
醍
醐
天
皇
に
忠
誠
を

尽
く
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
児
島
高
徳

で
有
名
で
あ
る
が
、
実
際
に
宇
喜
多
氏
が

児
島
氏
の
系
譜
に
連
な
る
か
否
か
は
わ
か

ら
な
い
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
能
家
は
主
君
の
浦

上
村む

ら

宗む
ね
を
支
え
、
有
力
な
家
臣
と
な
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
村
宗
の
死
後
、
そ
の
遺

臣
ら
に
謀
反
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
、
砥
石

城
（
瀬
戸
内
市
）
で
自
害
に
追
い
込
ま
れ

た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
能
家
の
子
・
興お

き

家い
え

が
早
世
し
た
こ
と
で
、
宇
喜
多
氏
は
一
時

的
に
没
落
し
て
し
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
興
家
の
子
と
さ
れ

る
直な

お
家い

え
が
、
宇
喜
多
氏
の
再
興
を
果
た
す
。

直
家
は
享
禄
２
年
（
１
５
２
９
）
の
生
ま

れ
で
、
天
文
13
年
（
１
５
４
４
）
に
元
服

す
る
と
、
浦
上
村
宗
の
子
に
あ
た
る
宗
景

か
ら
乙お

と
子ご

城
（
岡
山
市
東
区
）
を
任
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
浦
上
家
中
の
内
紛
を
収
め

つ
つ
、
宗
景
に
よ
る
備
前
平
定
に
活
躍
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

備
前
を
平
定
す
る
際
に
問
題
と
な
っ
た

の
は
、
浦
上
家
中
の
敵
対
勢
力
だ
け
で
は

な
か
っ
た
。
備
前
国
の
西
隣
に
位
置
す
る

備
中
国
の
三
村
家
親
が
、
安
芸
国
の
毛
利

元
就
と
結
ん
で
備
中
一
国
を
平
定
す
る
と
、

備
前
・
美
作
両
国
へ
の
侵
入
を
図
っ
て
い

た
た
め
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
三
村
氏
の
侵
入
に
対
し
、
浦

上
宗
景
の
命
令
で
迎
え
撃
っ
た
の
が
直
家

だ
っ
た
。
直
家
は
、
永
禄
９
年
（
１
５
６

６
）
に
三
村
家
親
が
美
作
国
に
侵
入
し
て

く
る
と
、
興
善
寺
に
在
陣
し
て
い
た
家
親

を
暗
殺
し
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
家

親
の
跡
を
継
い
だ
子
の
元
親
が
備
前
国
に

侵
入
し
て
く
る
と
、
今
度
は
逆
に
備
前
・

美
作
両
国
か
ら
三
村
氏
の
勢
力
を
駆
逐
し

た
。
さ
ら
に
、
永
禄
11
年
（
１
５
６
８
）

に
は
、
西
備
前
に
勢
威
を
誇
っ
て
い
た
金

川
城
（
岡
山
市
北
区
）
の
松
田
氏
を
滅
ぼ

し
て
い
る
。
こ
う
し
て
直
家
は
、
主
君
の

浦
上
宗
景
に
拮
抗
す
る
権
勢
を
手
に
入
れ

た
の
だ
っ
た
。

　

天
正
元
年
（
１
５
７
３
）、
15
代
将
軍

の
足
利
義
昭
を
追
放
し
た
織
田
信
長
が
完

全
に
政
治
の
実
権
を
握
る
と
、
浦
上
氏
は

信
長
か
ら
播
磨
・
備
前
・
美
作
３
か
国
の

領
有
を
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
を
不
服
と
し

た
直
家
は
、
つ
い
に
浦
上
氏
と
の
決
別
に

至
っ
た
。
翌
天
正
２
年
（
１
５
７
４
）、

直
家
は
毛
利
輝
元
と
同
盟
し
、
浦
上
氏
と

対
決
す
る
道
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

こ
の
毛
利
氏
と
宇
喜
多
氏
と
の
同
盟
は
、

備
中
国
の
三
村
氏
を
刺
激
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
父
を
殺
し
た
直
家
を
不
倶
戴
天
の

敵
と
み
な
す
三
村
元
親
は
、
こ
の
和
睦
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
叔
父
・
三

村
親
成
や
一
部
の
重
臣
の
反
対
を
押
し
切

り
、
織
田
信
長
に
通
じ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
こ
ろ
織
田
氏
は
浦
上
氏
を
従
え
て
播
磨

国
ま
で
進
出
し
て
お
り
、
毛
利
氏
や
毛
利

氏
と
同
盟
す
る
宇
喜
多
氏
と
対
立
し
て
い

た
。
つ
ま
り
、
三
村
氏
が
織
田
氏
に
通
じ

た
と
い
う
こ
と
は
、
毛
利
氏
に
反
旗
を
翻

し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
三
村
氏
の
離
反

は
、
す
ぐ
さ
ま
毛
利
方
の
知
る
と
こ
ろ
と

な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
毛
利
輝
元
は
、

す
ぐ
さ
ま
宇
喜
多
直
家
と
と
も
に
三
村
氏

を
攻
め
る
こ
と
を
決
め
た
の
で
あ
る
。

　

毛
利
輝
元
の
命
を
受
け
た
小
早
川
隆
景

が
備
中
国
に
侵
攻
し
て
く
る
と
、
備
中
松

山
城
の
支
城
は
次
々
と
落
と
さ
れ
、
天
正

３
年
（
１
５
７
５
）
５
月
、
つ
い
に
本
城

の
松
山
城
（
高
梁
市
）
も
落
城
し
、
三
村

元
親
は
自
刃
し
た
。
そ
の
後
も
、
元
親
の

妹
婿
に
あ
た
る
上
野
隆
徳
が
備
前
国
の
常

山
城
（
玉
野
市
・
岡
山
市
南
区
）
で
抵
抗

を
続
け
て
い
た
が
、
小
早
川
隆
景
と
宇
喜

多
直
家
の
軍
勢
に
よ
る
総
攻
撃
を
う
け
、

落
城
し
た
。

　

天
正
９
年
（
１
５
８
１
）
に
宇
喜
多
直

家
が
死
去
す
る
と
、
子
の
秀
家
が
跡
を
継

ぐ
。
そ
の
後
、
備
中
高
松
城
の
水
攻
め
、

本
能
寺
の
変
、
山
崎
の
合
戦
、
賤
ヶ
岳
の

戦
い
を
通
じ
、
豊
臣
秀
吉
が
信
長
の
後
継

者
と
し
て
確
定
し
た
。
秀
吉
が
天
下
人
に

な
る
な
か
、
天
正
13
年
（
１
５
８
５
）
に

毛
利
氏
と
の
国
分
け
が
決
着
。
児
島
郡
が

秀
吉
・
宇
喜
多
氏
の
領
地
と
定
ま
り
、
戸

川
秀
安
が
常
山
城
主
と
な
っ
た
。

常
山
城
は
上
野
氏
の
滅
亡
の
あ
と
毛
利
氏
に
渡
り
、

そ
の
後
宇
喜
多
氏
家
老
の
戸
川
氏
が
主
と
な
っ
た
。

監修・文／小和田泰経

備
前
国
の
国
人
・
宇
喜
多
氏
と

直
家
に
よ
る
勢
力
拡
大

備前を拠点に勢力を拡大し
た戦国大名。城下町・岡山
の開府者として知られる。

宇喜多直家木像
（光珍寺旧蔵）

宇喜多直家の子で、豊臣政権下で
は五大老のひとりとなる。正室は
前田利家の子（秀吉の養女）豪姫。

宇喜多秀家肖像（岡山城蔵）

戸
川
秀
安
の
重
臣
と
い
わ
れ
る
2
名
の
墓
。

写
真
左
が
日
賢
、
右
が
日
教
で
、
秀
安
の

墓
と
と
も
に
玉
野
市
指
定
文
化
財
。

日
賢
・
日
教
の
墓

高
さ
2
ｍ
45
㎝
の
五
輪
塔
。
秀
安
は

晩
年
を
常
山
の
麓
の
寺
で
過
ご
し
、

慶
長
2
年（
1
5
9
7
）に
没
し
た
。

戸
川
秀
安
の
墓

折
り
上
げ
格
天
井
の
格
間
に
は
鮮
や
か
な
天
井
絵
が
描
か
れ
て

い
る
。
拝
殿
は
唐
破
風
に
千
鳥
破
風
が
連
な
る
優
美
な
造
り
。

常
山
城
麓
の
堂
宇
。
宇
喜
多
直
家
に
仕
え
、
の
ち
に
常
山
城
主
と
な

っ
た
戸
川
秀
安（
幽
林
）の
位
牌
を
安
置
す
る
。
玉
野
市
指
定
文
化
財
。

拝
殿
の
天
井
絵

友
林
堂

戦
国
の
鶴
姫
激
闘
の
地 

常
山
城
物
語

宇喜多氏家系図（概略）

秀
家

直
家

初
代
岡
山
城
主

前
田
利
家

元
家（
与
太
郎
様
）

忠
家

詮
家（
の
ち
の
坂
崎
信
顕
）

感
応
院

興
家

豪
姫

秀
高

秀
継

岡
山
城
創
築

宇
喜
多
能
家

毛
利
氏
の
同
盟
か
ら

常
山
合
戦
へ
突
入

友林堂
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与
太
郎
神
社

上
野
隆た

か

徳の
り

常
山
女
軍

供
養
祭

　

宇
喜
多
直
家
は
毛
利
輝
元
と
結
ぶ
こ
と

で
勢
力
を
拡
大
し
、
備
中
松
山
城
の
三
村

元
親
を
滅
ぼ
し
た
直
後
、
備
前
天
神
山
城

（
和
気
町
）に
拠
る
浦
上
宗
景
を
追
放
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
宇
喜
多
氏
は
、
備
前
国
・
備

中
国
・
美
作
国
か
ら
播
磨
国
の
一
部
を
領

す
る
大
名
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
こ
ろ
、
播
磨
国
に
は
織
田
信
長
の

命
を
受
け
た
豊
臣
（
羽
柴
）
秀
吉
が
進
出

し
て
お
り
、
天
正
７
年
（
１
５
７
９
）、

直
家
は
毛
利
氏
か
ら
離
反
し
、
織
田
氏
へ

転
属
す
る
。
こ
の
た
め
宇
喜
多
氏
は
、
毛

利
氏
と
激
し
く
対
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

天
正
９
年
（
１
５
８
１
）
末
、
直
家
が

岡
山
城
で
病
死
し
、
わ
ず
か
10
歳
の
子
・

秀
家
が
家
督
を
継
ぐ
。『
備
前
軍
記
』
に

よ
る
と
、
毛
利
氏
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に

直
家
の
死
は
秘
匿
さ
れ
た
と
い
う
。

　

こ
の
間
、
幼
君
の
秀
家
を
補
佐
す
る
叔

父
の
忠た

だ
家い

え
は
、
毛
利
氏
の
侵
攻
に
備
え
る

た
め
、
児
島
に
八は

ち

浜は
ま

城
（
玉
野
市
）
を
築

か
せ
、
防
備
を
強
化
さ
せ
て
い
る
。
当
時

の
児
島
は
、
文
字
通
り
、
島
に
な
っ
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
毛
利
氏
が
児
島
を
足
が

か
り
と
し
て
岡
山
城
に
進
出
し
て
く
る
こ

と
を
想
定
し
、
児
島
で
毛
利
軍
を
迎
え
撃

と
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

案
の
定
、
翌
天
正
10
年（
１
５
８
２
）正

月
に
直
家
の
死
が
公
に
な
る
と
、
毛
利
輝

元
は
叔
父
に
あ
た
る
備
中
猿
掛
城
主
の
穂ほ

　

備
中
の
上
野
氏
は
足
利
将
軍
家
の
一
族

で
あ
り
、
室
町
時
代
に
は
備
中
国
の
守
護

に
も
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
備
中
国
で

は
国
人
に
よ
る
覇
権
争
い
が
激
化
し
、
上

野
氏
の
嫡
流
は
没
落
し
て
し
ま
う
。
そ
う

し
た
な
か
、
そ
の
庶
流
が
備
前
国
児
島
郡

に
移
り
、
常
山
城
を
本
城
と
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

戦
国
時
代
の
末
期
の
常
山
城
の
城
主
は
、

上う
え

野の

隆た
か

徳の
り

で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
、
備
中
国

で
は
備
中
松
山
城
の
三
村
家
親
が
安
芸
国

の
毛
利
元
就
と
結
び
備
中
一
国
を
手
中
に

お
さ
め
て
い
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
上
野

隆
徳
は
三
村
家
親
の
娘
・
鶴
姫
を
正
室
に

迎
え
、
勢
力
を
保
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

三
村
氏
が
毛
利
氏
に
従
っ
て
い
る
間
は
、

児
島
も
平
穏
だ
っ
た
。し
か
し
、三
村
家
親

の
跡
を
継
い
だ
元
親
が
毛
利
氏
か
ら
離
反

し
た
こ
と
で
、
松
山
城
は
毛
利
氏
に
よ
っ

て
攻
撃
さ
れ
、
落
城
し
て
し
ま
う
。
そ
の

後
も
、
元
親
の
妹
婿
に
あ
た
る
上
野
隆
徳

は
、
抵
抗
を
続
け
て
い
た
が
、
天
正
３
年

（
１
５
７
５
）
６
月
、
小
早
川
隆
景
に
攻

撃
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
城
内
に
は
、
す
で

に
１
０
０
余
の
兵
し
か
い
な
か
っ
た
と
い

う
。
隆
徳
は
一
族
と
と
も
に
自
刃
し
、
常

山
城
は
落
城
し
て
し
ま
っ
た
。

　

天
正
３
年（
１
５
７
５
）、
西
国
の
雄・

毛
利
氏
は
、上
野
隆
徳
が
籠
る
常
山
城（
玉

野
市
）
を
攻
撃
す
る
。

　

大
軍
に
攻
囲
さ
れ
た
常
山
城
は
落
城
の

危
機
に
晒
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
時
、
隆

徳
の
妻
・
鶴
姫
と
34
人
の
「
女
軍
」
は
、

敵
勢
に
応
戦
し
、
華
々
し
く
も
無
念
の
最

期
を
遂
げ
た
と
い
う
。
そ
ん
な
彼
女
た
ち

を
供
養
す
る
た
め
に
、
現
代
で
も
行
わ
れ

て
い
る
の
が
、「
常
山
女
軍
供
養
祭
」
で

あ
る
。

　

同
供
養
祭
は
、
昭
和
49
年（
１
９
７
４
）

に
初
め
て
開
催
さ
れ
た
。
毎
年
８
月
に
行

わ
れ
て
い
る
。

　

常
山
で
行
わ
れ
て
お
り
、
誰
で
も
見
学

は
自
由
。
地
元
住
民
や
玉
野
地
踊
保
存
会

の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
常
山
女
軍
の
歌

と
踊
り
を
奉
納
す
る
供
養
祭
。
整
備
さ
れ

た
女
軍
塚
の
前
に
、
出
席
者
は
線
香
を
供

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

戦
国
の
世
の
悲
劇
の
女
性
た
ち
に
想
い

を
馳
せ
、
そ
の
死
を
悼
み
つ
つ
、
供
養
祭

に
出
席
さ
れ
て
は
如
何
だ
ろ
う
か
。

　

年
に
よ
っ
て
内
容
は
異
な
り
、
常
山
観

光
協
会
主
催
・
２
０
２
３
年
８
月
の
供
養

祭
は
、
特
別
に
「
岡
山
戦
国
武
将
隊
」
が

演
舞
を
披
露
し
た
。

田い
だ

元も
と

清き
よ
に
命
じ
、
児
島
へ
と
渡
海
さ
せ
て

き
た
。
毛
利
軍
に
よ
る
児
島
へ
の
上
陸
は
、

す
ぐ
に
岡
山
城
に
急
報
さ
れ
、
宇
喜
多
忠

家
は
、
秀
家
の
名
代
と
し
て
宇
喜
多
元も

と

家い
え

を
総
大
将
と
す
る
軍
勢
を
児
島
へ
と
派
兵

し
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
元
家
は
忠

家
の
実
子
と
も
い
わ
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
宇
喜
多
元
家
に
率

い
ら
れ
た
戸
川
秀
安
・
岡
家
利
ら
は
、
八

浜
城
の
一
帯
に
布
陣
し
た
。
こ
の
こ
ろ
、

す
で
に
毛
利
軍
は
麦
飯
山
に
砦
を
築
い
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
両
軍
の
距
離
は
、
わ

ず
か
２
㎞
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
対
峙
が
続
い
た
が
、
２
月
21

日
、
小
競
り
合
い
か
ら
本
格
的
な
戦
闘
に

な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
八

浜
合
戦
で
あ
る
。
こ
の
戦
い
で
、
総
大
将

の
元
家
が
銃
撃
さ
れ
、
討
ち
死
に
し
て
し

ま
っ
た
。
流
れ
玉
に
あ
た
っ
た
と
も
い
う

が
、
乱
戦
で
の
こ
と
な
の
で
、
わ
か
ら
な

い
。
そ
れ
で
も
、
宇
喜
多
氏
の
家
臣
が
殿

し
ん
が
り

と
し
て
奮
戦
し
た
こ
と
に
よ
り
、
毛
利
軍

に
よ
る
追
撃
を
振
り
切
り
、
全
軍
を
八
浜

城
に
撤
退
さ
せ
た
と
伝
わ
る
。
こ
の
と
き

殿
と
し
て
奮
戦
し
た
家
臣
は
、
世
に
「
八

浜
七
本
槍
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

　

八
浜
合
戦
の
の
ち
、
領
民
が
元
家
の
菩

提
を
弔
う
た
め
塚
を
築
い
た
ら
し
い
。
元

家
の
通
称
が
与
太
郎
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

こ
の
塚
は
与
太
郎
塚
と
呼
ば
れ
、
い
つ
し

か
与
太
郎
神
社
と
し
て
祀
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

八
浜
合
戦
で
命
を
落
と
し
た
宇
喜
多
与
太
郎
元
家
を

祀
る
。足
の
神
様
、「
与
太
郎
様
」
と
親
し
ま
れ
る
。

鶴
姫
の
夫
で
あ
り
、常
山
城
の
上
野
氏
最
後
の
当
主
。

常
山
合
戦
で
嫡
子
と
と
も
に
自
害
し
た
。

毎
年
８
月
11
日
、鶴
姫
ら
常
山
合
戦
に
参
加
し
た

女
軍
を
偲
ぶ
供
養
祭
を
開
催
。見
学
自
由
。

監修・文／小和田泰経（与太郎神社・上野隆徳）、濱田浩一郎（常山女軍供養祭）

八
浜
の
領
民
が
偲
ん
だ

宇
喜
多
元
家

鶴
姫
・一
族
家
臣
と
と
も
に

常
山
城
で
奮
戦
し
た
城
主

常
山
城
で
散
っ
た
女
軍
を

演
舞
や
舞
踊
で
供
養

戦
国
の
鶴
姫
激
闘
の
地 

常
山
城
物
語

与太郎神社
住所／玉野市八浜町大崎2764
見学自由　駐車場／なし

常山城跡▶︎P7

サイクリストやハイカーも多
く参拝に訪れる。足腰の健康
を祈って絵馬を奉納する人も。

本殿

本丸跡にはこの地で奮戦
した隆徳を偲ぶ石碑が立
つ。石碑のそばから景色
を一望。

城主上野隆徳公碑

常山女軍の墓があるの
は北二の丸。周辺で地
元の人々によって供養
祭が営まれている。

供養祭の様子
供養祭は誰でも自
由に見学可能。供
養塔を前に静かに
手を合わせたい。

石碑の隣に残る腹切岩。隆徳はこ
の岩のうえで自害したと伝わる。

腹切岩
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❶ 
海
×
塩

　

古
代
人
は
海
水
を
土
器
で
煮
詰
め
て
塩

を
得
た
。
玉
野
市
の
児
島
半
島
は
日
本
の

製
塩
の
ル
ー
ツ
と
な
っ
た
土
器
製
塩
の
古

里
で
、
弥
生
時
代
中
頃
に
は
西
日
本
で
最

も
早
く
塩
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
。
や
が
て

土
器
は
小
さ
く
薄
く
な
り
、
石
敷
炉
を
用

い
る
製
塩
の
専
業
集
団
も
現
れ
て
、
弥
生

時
代
後
期
に
は
瀬
戸
内
海
沿
岸
一
帯
に
製

塩
が
広
ま
っ
た
。

　

平
城
宮
跡
で
発
見
さ
れ
た
木
簡
（
３
２

１
号
）
に
は
備
前
国
児
島
郡
賀
茂
郷
・

三み
や
け家
郷
か
ら
塩
を
納
め
た
と
記
さ
れ
て
い

る
。
賀
茂
郷
・
三
家
郷
と
は
玉
野
エ
リ
ア

の
古
い
地
名
。
塩
の
産
地
で
屯み

や
倉け

が
置
か

れ
、
大
和
政
権
へ
の
租
税
と
し
て
塩
が
貢

進
さ
れ
た
。
こ
の
税
は
農
民
へ
の
負
担
で

あ
り
、
都
ま
で
背
負
っ
て
納
付
し
た
（
運

脚
）。
や
が
て
8
世
紀
に
は
煎せ

ん

熬ご
う

と
呼
ば

れ
る
煮
詰
め
の
過
程
に
塩
竈
が
採
用
さ
れ
、

さ
ら
に
は
塩
浜
に
よ
る
製
塩
へ
と
進
化
し

た
。「
日
本
後
記
」
延
暦
18
年
（
７
９
９
）

の
記
述
に
塩
焼
き
を
生
業
と
し
、
塩
で
租

税
を
納
め
る
児
島
郡
の
人
々
が
登
場
。
塩

づ
く
り
玉
野
の
ル
ー
ツ
を
物
語
る
。

　

瀬
戸
内
海
沿
岸
の
一
大
産
業
へ
と
発
展

し
た
製
塩
の
最
初
の
歩
み
は
玉
野
か
ら
。

古
代
以
来
の
製
塩
の
歴
史
を
物
語
る
東
野

崎
の
塩
竈
神
社
に
は
、
製
塩
法
を
伝
え
た

と
さ
れ
る
塩し

お

土つ
ち

老お

翁じ
の

神か
み
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

　

製
塩
の
村
々
と
廻
船
の
港
を
抱
え
る
玉

野
で
、
戦
国
の
武
将
た
ち
は
城
を
構
え
、

船
を
繰
り
出
し
、
海
の
恵
み
と
制
海
権
の

掌
握
を
め
ざ
し
た
。
玉
野
で
は
山
城
の
常

山
城
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
海
に
ゆ
か
り

の
城
も
多
い
。

　

番
田
と
日
比
に
は
児
島
郡
の
要
港
が
あ

り
、
15
世
紀
半
ば
の
記
録
か
ら
、
塩
を
は

じ
め
と
す
る
産
物
が
兵
庫
北
関
の
港
を
経

由
し
、
近
畿
各
地
へ
送
ら
れ
て
い
た
。
ま

た
、
四
宮
隠
岐
守
の
一
族
は
日
比
を
拠
点

に
水
軍
を
持
ち
、
城
山
に
本
城
を
置
き
、

地
蔵
山
に
見
張
り
所
と
な
る
砦
を
築
い
て

睨
み
を
き
か
せ
た
。
番
田
で
は
立
石
山
頂

に
そ
び
え
る
巨
岩
が
沖
を
行
く
船
の
目
印

に
な
り
、
現
在
も
名
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
比
眼
前
の
海
に
は
塩
飽
諸
島
を
制
し

た
塩
飽
水
軍
が
い
た
。
塩
飽
と
は
塩
焼
き

か
ら
転
じ
た
呼
称
で
、
塩
飽
水
軍
は
豊
臣

秀
吉
の
九
州
征
伐
に
も
加
勢
し
、
名
を
馳

せ
た
。
戦
国
末
期
に
は
、
塩
浜
と
塩
竈
の

あ
る
沼
に
円
山
城
が
築
か
れ
、
播
磨
の

雄
・
赤
松
一
族
の
緋
田
氏
が
根
城
と
し
た
。

　

ほ
か
に
も
上
山
坂
に
高
畠
城
、
山
田
に

井
上
城
・
三
宅
城
、
玉
に
玉
城
、
胸
上
に

胸
上
城
と
港
が
あ
っ
た
。
天
正
13
年
（
１

５
８
５
）
に
は
、
豊
臣
秀
吉
の
四
国
攻
め

に
加
わ
る
た
め
、
小
西
行
長
が
多
数
の
船

団
を
率
い
て
日
比
に
寄
港
。
戦
国
時
代
も

大
詰
め
の
頃
で
あ
る
。

海
と
食
の
歴
史

監修・文／本渡章

製
塩
の
黎
明
を
告
げ
る

塩
と
制
海
権
を
め
ぐ
っ
て

今
日
の
玉
野
市
の
発
展
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、海
に
関
す
る
産
業
の
歴
史
だ
。

玉
野
の
人
々
に
と
って
の
海
や
港
、製
塩
な
ど
の
産
業
に
つい
て
、

古
代
か
ら
近
現
代
ま
で
の
歴
史
に
ふ
れ
な
が
ら
紹
介
す
る
。

玉比咩神社　電話／0863-31-6805
住所／玉野市玉5-1-17　
境内自由　駐車場／あり

古
代
～
奈
良
時
代

戦
国
時
代

古くから海の守護神として信仰
されてきた。船の進水式の支綱

（しこう）を使った御守も授与。

海中に立ち、火玉が飛び出たとさ
れる巨石を立石と呼び、御神体と
したのが神社の起源とされる。

鳥居のすぐそばには古代
から霊岩として崇められ
てきた立石がそびえる。

航海安全、安産の神として知られ
る豊玉姫命を祀る。かつては周辺
が入江で、境内にそびえる立石が
着岸する船の目印になったという。

玉
たま

比
ひ

咩
め

神社

享保6年（1721）ごろ
の日比海岸の様子の絵
図。塩田、集落、神社
などが描かれている。
岡山大学附属図書館所蔵

「池田家文庫」備陽記より

現在の日比港及び向
日比港。現在は物流
専用岸壁や日比共同
製錬の専用岸壁など
が整備されている。

写真提供／ひびきなだ文化研究会

大
正
初
期
の
日
比
港
の
様
子
。
明
治
～
大
正

時
代
に
漁
業
で
栄
え
、
汐
待
ち
の
港
と
し
て

旅
館
な
ど
が
軒
を
連
ね
た
。

戦後、昭和25年ごろの様子。戦後に宇野港が
整備されると、日比港は汐待ちの港から木材輸
入などを主とする港へと役割を変えていく。

江戸
時代

現代

大正
時代昭和

時代

玉野市内の海とゆかりの深い神社日比港の
発展

古
代
か
ら
現
代
ま
で
玉
野
を
支
え
る 

海
と
食
の
歴
史
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❶ 
海
×
塩

　

江
戸
時
代
、
玉
野
は
十じ

っ
州し

ゅ
う

塩え
ん

田で
ん
の
中
核

エ
リ
ア
と
な
る
。
十
州
塩
田
と
は
文
化
年

間
（
１
８
０
４
～
１
８
１
８
）
に
全
国
の

塩
の
９
割
を
生
産
し
た
瀬
戸
内
海
沿
岸
の

10
か
国
（
播
磨
・
備
前
・
備
中
・
備
後
・

安
芸
・
周
防
・
長
門
・
阿
波
・
伊
予
・
讃

岐
）
を
さ
す
。

　

当
時
、
製
塩
は
最
先
端
の
技
術
と
最
大

級
の
規
模
を
誇
る
基
幹
産
業
だ
っ
た
。
躍

進
の
原
動
力
が
、
瀬
戸
内
の
大
き
な
潮
の

干
満
差
を
利
用
す
る
入
浜
式
塩
田
で
、
時

代
と
共
に
生
産
力
を
大
幅
に
高
め
た
。
遠

浅
の
海
岸
で
、
半
島
に
囲
ま
れ
た
地
形
の

場
所
が
多
い
玉
野
で
は
、
入
浜
式
を
導
入

し
や
す
か
っ
た
と
い
え
る
。
江
戸
中
期
以

降
に
多
く
の
塩
田
が
築
造
さ
れ
た
。

　

文
政
９
年
（
１
８
２
６
）
に
日
比
を
訪

れ
た
シ
ー
ボ
ル
ト
も
塩
田
に
注
目
し
た
。

欧
州
の
製
塩
法
よ
り
も
は
る
か
に
完
成
度

が
高
い
と
讃
え
、
玉
野
の
設
備
と
方
法
を

詳
述
し
て
い
る
（『
江
戸
参さ

ん

府ぷ

紀
行
』）。

　

江
戸
後
期
に
は
野
﨑
武
左
衛
門
（
１
７

８
９
～
１
８
６
４
）が
文
政
12
年（
１
８
２

９
）
に
塩
田
事
業
を
児
島
・
野
﨑
浜
で
築

造
し
、そ
の
後
玉
野
の
亀
浜（
日
比
）・東
野

﨑
浜
な
ど
児
島
半
島
を
中
心
に
広
大
な
塩

田
を
開
発
し
た
。
塩
田
王
と
呼
ば
れ
た
武

左
衛
門
は
、
近
代
的
経
営
の
先
駆
と
も
い

え
る
当と

う

作さ
く

歩ぶ

方か
た

の
手
法
を
取
り
入
れ
、
事

業
を
成
功
に
導
い
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

　

明
治
38
年
（
１
９
０
５
）
に
施
行
さ
れ

た
塩
専
売
法
は
平
成
９
年
（
１
９
９
７
）

ま
で
継
続
。
近
代
の
製
塩
は
公
益
事
業
と

し
て
発
展
し
た
。
伝
統
の
入
浜
式
塩
田
も

昭
和
中
頃
ま
で
受
け
継
が
れ
た
が
、
以
後

は
技
術
革
新
が
進
む
。

　

昭
和
44
年
（
１
９
６
９
）
以
降
は
「
イ

オ
ン
膜
製
塩
法
」
の
導
入
で
、
天
候
に
左

右
さ
れ
な
い
経
済
的
、
効
率
的
な
塩
づ
く

り
が
行
わ
れ
、
現
在
に
至
る
。

　

塩
竈
神
社
に
は
東
野
﨑
塩
田
碑
が
あ
り
、

東
野
﨑
浜
の
塩
田
跡
地
の
隣
接
地
で
は
、

野
﨑
武
左
衛
門
が
興
し
た
製
塩
事
業
を
継

承
す
る
ナ
イ
カ
イ
塩
業
（
株
）
本
社
工
場

が
操
業
し
て
い
る
。
同
社
は
江
戸
後
期
か

ら
現
代
ま
で
一
貫
し
て
製
塩
を
継
続
し
て

き
た
日
本
で
唯
一
の
製
塩
会
社
で
あ
る
。

最
先
端
の
プ
ラ
ン
ト
を
構
築
し
て
今
も
健

在
だ
。

　

塩
の
旧
専
売
局
庁
舎
（
旧
専
売
局
味
野

収
納
所 

山
田
出
張
所
）
は
、
大
蔵
省
臨

時
建
築
部
が
携
わ
っ
た
数
少
な
い
現
存
建

築
で
国
の
登
録
文
化
財
。
近
代
建
築
史
に

残
る
貴
重
な
遺
構
で
あ
る
。

　

山
田
港
か
ら
は
塩
づ
く
り
の
古
里
、
瀬

戸
内
の
海
と
島
々
が
間
近
に
見
渡
せ
る
。

市
街
地
に
も
塩
田
の
石
垣
な
ど
が
残
り
、

玉
野
は
塩
づ
く
り
の
里
の
今
昔
が
風
景
の

中
で
交
差
す
る
街
だ
。

玉
野
の
製
塩
と
東
野

浜

伝
統
と
今
が

風
景
の
中
で
交
差
す
る

江
戸
時
代

近
現
代

江戸時代に東野㟢浜に勧
請された。現在の拝殿は
昭和3年（1928）の竣工。
境内や周辺には塩田関連
の史跡が点在する。

拝殿

文政12年（1829）に倉敷市児島で塩田
事業を開始。玉野市にある東野﨑浜など
を築造し「日本の塩田王」と呼ばれた。

明治17年（1884）、東
野㟢浜を製塩の拠点とし
た野﨑武左衛門の遺徳を
偲び、孫の武吉郎が建立。

東野﨑塩田の碑
東野㟢支店と東野㟢浜での入浜式塩田作
業の様子（現在の玉野市山田）。近隣にナ
イカイ塩業株式会社の製塩工場がある。

入浜式塩田

塩専売に関わる公文書を保管したレンガ造りの文
書庫。木造の建物とセットで現存する例は珍しい。

明治41年（1908）3月に竣工した旧大蔵省の建物。
現在は外観のみ見学可能。

野﨑武左衛門

かつて運河の役割を果たしていた汐入川にかかる橋で、東野㟢の南浜
と北浜を結ぶ橋。船が通る際に船から竿で橋の中央を開閉させていた。

開閉橋（はね橋・明神橋）

塩竈神社と製塩野㟢武左衛門とナイカイ塩業 古
代
か
ら
現
代
ま
で
玉
野
を
支
え
る 

海
と
食
の
歴
史

塩竈神社
住所／玉野市東野崎3
境内自由　駐車場／あり

上両写真提供／ナイカイ塩業株式会社

監修・文／本渡章

東野㟢浜の塩田跡地の隣接地にある
ナイカイ塩業株式会社

旧専売局味野収納所 山田出張所旧専売局味野収納所 山田出張所
住所／玉野市山田3218-5
見学自由（外観のみ見学可）
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日比港渋川港

宇野港
玉港

田井港

山田港

鉾
立
港胸上港八浜港

玉野市

2km0

❷ 
海
×
海
苔

立た
て

石い
し

　

玉
野
市
東
部
に
位
置
す
る
番
田
地
区
。

そ
の
地
に
そ
び
え
る
の
が
、
標
高
１
５
４

ｍ
の
立
石
山
で
あ
る
。
山
頂
に
突
き
立
て

た
よ
う
な
奇
岩（
高
さ
12・3ｍ
）が
そ
び
え

て
い
る
の
が
、
遠
く
か
ら
で
も
仰
ぎ
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
古
代
磐い

わ

座く
ら

信
仰
に
関
わ

る
遺
跡
で
、
海
上
を
行
き
交
う
船
の
目
印

だ
っ
た
こ
と
も
容
易
に
想
像
で
き
そ
う
だ
。

　

所
在
地
の
名
を
付
け
て「
番
田
の
立
石
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
高
さ
約
10
数ｍ
も

の
巨
石
が
突
き
立
つ
姿
を
見
て
、「
鉾
を

突
き
立
て
た
よ
う
な
」
と
表
現
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
別
名
と
し
て
、
鉾
立
石
と
も

呼
ば
れ
る
の
も
そ
の
た
め
だ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
、こ
こ
で
い
う
と
こ
ろ
の「
鉾

を
突
き
立
て
る
」
と
は
、
か
の
神
功
皇
后

が
、
三
韓
征
伐
の
帰
路
、
東
児
の
鉾
島
に

立
ち
寄
っ
て
鉾
を
立
て
た
と
の
伝
承
を
も

と
に
し
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
れ
は
皇
后
の
成
果
を
誇
る
た
め
の

伝
承
で
あ
る
が
、
神
功
皇
后
ゆ
か
り
の
地

と
し
て
知
ら
れ
る
鉾
島
が
す
ぐ
東
に
位
置

し
て
い
る
か
ら
、
当
地
ま
で
そ
う
呼
ば
れ

て
も
不
思
議
で
は
な
い
の
だ
。

　

た
だ
し
、
神
功
皇
后
が
本
当
に
実
在
し

た
の
か
、
は
た
ま
た
本
当
に
こ
こ
に
立
ち

寄
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
定
か
で
は
な
い
。

そ
れ
で
も
、
神
功
皇
后
に
ま
つ
わ
る
何
ら

か
の
史
実
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ

と
は
想
像
で
き
そ
う
だ
。

玉
野
市
東
部
の
神
話
と
信
仰

番
田

監修・文／藤井勝彦

突
き
立
て
た
よ
う
な

奇
岩
そ
び
え
る「
番
田
の
立
石
」

番
田
地
区
の
登
山
口
か
ら
徒
歩
約
１
時
間
で
立

石
に
た
ど
り
着
く
。
眼
下
に
は
絶
景
が
広
が
る
。

絶妙なバランスで立つようにもみえる東児の立石。下か
ら見上げるとダイナミックさが際立つ。

市内の主な立石

東児の立石

テ
ー
マ
で
知
る
郷
土
の
歴
史 

玉
野
市
東
部
の
神
話
と
信
仰

玉
野
市
東
部
に
は
、郷
土
色
の
豊
か
な
伝
説
や
風
習
が
残
る
。

古
代
ロマ
ン
の
香
る
立
石
や
、東
児
地
区
で
受
け
継
が
れ
る
化
粧
地
蔵
、児
島
八
十
八
ヶ
所
霊
場
を
テ
ー
マ
と
す
る
、

東
部
の
豊
か
な
郷
土
史
に
注
目
し
て
み
た
い
。

番田の立石
住所／玉野市番田　時間・料金・休み／見学自由

玉地区の玉比咩神社にも高さ約10mの霊石が鎮座。同
神社の御神体で、火の玉伝説が伝えられている。

玉比咩神社の立石

住所／玉野市玉5-1-17 玉比咩神社境内
見学自由　駐車場／玉比咩神社駐車場利用

住所／玉野市上山坂　見学自由

　

玉
野
の
胸
上
は
海
苔
の
名
産
地
。
瀬
戸

内
海
に
流
れ
込
む
河
川
が
運
ぶ
ミ
ネ
ラ
ル

塩
に
恵
ま
れ
て
、
岡
山
県
最
大
の
海
苔
養

殖
場
が
あ
る
。
網
張
り
、
網
の
干
し
・
洗

い
、
本
張
り
な
ど
日
々
の
丹
念
な
作
業
を

経
て
、
11
～
3
月
の
収
穫
期
に
、
網
の
下

の
成
長
し
た
葉
体
を
潜
り
船
で
刈
り
取
る
。

「
胸
上
海
苔
」は
色
つ
や
と
歯
切
れ
が
よ
く
、

噛
む
ほ
ど
に
甘
さ
と
旨
味
が
口
に
広
が
る
。

栄
養
た
っ
ぷ
り
の
最
高
級
海
苔
は
ギ
フ
ト

や
土
産
品
に
最
適
だ
。

　

海
面
を
覆
う
網
の
上
で
浮
き
が
揺
れ
て

連
な
る
「
浮
流
し
式
の
網
」
は
、
風
景
と

し
て
も
魅
力
的
だ
。
な
か
で
も
胸
上
金
比

羅
神
社
か
ら
山
田
港
越
し
に
見
渡
す
養
殖

場
の
眺
め
は
、
ま
さ
に
海
苔
の
揺
り
籠
と

呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　

古
来
よ
り
豊
か
な
漁
場
で
水
運
の
要
路

だ
っ
た
瀬
戸
内
海
の
沿
岸
で
、
豊
臣
期
～

江
戸
期
に
港
が
繁
栄
し
た
。
加
子
浦
と
は

船
や
水
夫
の
徴
発
に
応
じ
る
代
わ
り
に
地

子
の
免
除
や
漁
業
権
な
ど
を
得
た
村
々
で
、

玉
野
で
は
八
浜
と
日
比
と
胸
上
が
あ
っ
た
。

日
比
は
鯛
網
漁
で
名
高
く
、
生
鯛
の
回
送

船
で
江
戸
や
大
坂
に
出
荷
。
八
浜
は
岡
山

藩
よ
り
在
町
に
指
定
さ
れ
、
児
島
湾
内
の

漁
業
権
の
8
割
を
握
っ
て
、
大
漁
師
に
よ

る
組
織
的
な
漁
業
を
進
め
た
。
酒
造
や
醤

油
醸
造
業
が
成
長
す
る
と
廻
船
業
が
繁
栄

し
、
港
は
賑
わ
い
を
極
め
た
。
玉
野
の
海

で
は
鰯
や
ナ
マ
コ
な
ど
も
獲
れ
、
宇
藤
木

は
牡
蠣
が
名
産
で
、
繁
殖
用
の
牡
蠣
波
戸

が
風
物
詩
と
な
っ
た
。

　

今
も
八
浜
に
は
、
往
時
の
土
蔵
や
屋
敷

が
八
浜
町
並
み
保
存
拠
点
施
設
と
し
て
残

る
。
歴
史
の
跡
地
で
、
春
は
桜
咲
く
並
木

が
訪
れ
る
人
を
迎
え
て
く
れ
る
。

海
苔
の
揺
り
籠

海
の
風
物
詩

玉
野
の
漁
業
を
発
展
さ
せ
た

個
性
豊
か
な
港

海苔の網干しの風景。海で
干し、洗う作業を繰り返す。

11月中旬、沖合の海水面に網を一枚ずつ設置。手作業で200枚以上張る。

11月下旬に収穫して共同加工施設で
加工したあと商品化される。

❸ 

海
×
魚

現
代
の
玉
野
市
内
の
主
な
港

汐
待
ち
、
風
待
ち
の
港
と

し
て
栄
え
て
き
た
胸
上
港
。

監修・文／本渡章

古
代
か
ら
現
代
ま
で
玉
野
を
支
え
る 

海
と
食
の
歴
史

1415



化
粧
地
蔵

東
児
・
八
浜児

島
八
十
八
ヶ
所
霊
場

東
児

監修・文／藤井勝彦

胸上の地蔵1

本尊は室町時代作の阿弥陀如来立
像（秘仏）で玉野市の指定文化財。

本堂には本尊で秘仏の
薬師如来像を安置。境
内は桜や紅葉が美しい
ことでも知られる。

玉野市の重要文
化財に指定され
ている地蔵菩薩
立像を所蔵する。
室町時代の作。

（非公開）

神功皇后が三韓征伐の帰路に立ち寄
った際、鉾を立てたとして、鉾島と
呼ばれるようになったとか。引き潮
のタイミングで歩いて島まで渡れる。

児島八十八ヶ所霊場の第1
番札所。室町時代の宝徳年
間（1449～1452）の再興
と伝わり、境内には巡礼者
のための茶堂もある。

第1番 中蔵院

番田の丘の上に立つ、児島八十
八ヶ所霊場第88番札所。表参
道を行くと石垣と山門が現れる。

第88番 明王院

こちらも注目 東部の歴史スポット鉾島

第1番 中蔵院
電話／0863-66-5629
住所／玉野市北方1470
境内自由

第88番 明王院
電話／0863-66-5561
住所／玉野市番田1571
境内自由

　

玉
野
市
沼ぬ

周
辺
を
歩
い
て
い
る
と
、
時

に
カ
ラ
フ
ル
な
化
粧
を
施
さ
れ
た
お
地
蔵

様
と
出
く
わ
す
こ
と
が
あ
る
。
当
地
に
古

く
か
ら
伝
わ
る
風
習
だ
と
い
う
。
京
の
都

と
の
つ
な
が
り
が
元
に
な
っ
た
も
の
で
、

都
か
ら
や
っ
て
き
た
艶
や
か
な
女
性
に
ま

つ
わ
る
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
と
あ
る

船
乗
り
に
連
れ
ら
れ
て
胸
上
へ
と
や
っ
て

き
た
女
性
に
ま
つ
わ
る
悲
し
い
物
語
が
元

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
か
ら
、
気
に
な
っ

て
し
ま
う
の
だ
。

　

長
い
航
海
の
果
て
に
当
地
へ
と
や
っ
て

き
た
も
の
の
、
い
つ
し
か
男
に
捨
て
ら
れ

て
し
ま
っ
た
女
性
。
身
寄
り
が
な
く
な
っ

た
こ
と
で
、
死
ん
だ
後
、
無
縁
仏
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
哀
れ
ん
だ
地
元
の

人
々
が
、
彼
女
を
偲
ん
で
、
地
蔵
を
色
鮮

や
か
に
彩
っ
て
、
そ
の
霊
を
慰
め
た
の
だ

と
か
。
化
粧
を
施
し
た
ば
か
り
か
、
赤
い

布
を
着
物
に
見
立
て
て
纏
わ
せ
る
こ
と
も

あ
る
よ
う
だ
。

　

ち
な
み
に
、
地
区
に
よ
っ
て
化
粧
の
仕

方
が
異
な
る
と
い
う
の
が
興
味
深
い
。
豊

作
、
豊
漁
を
願
っ
て
、
毎
年
８
月
24
日
に

地
蔵
を
顔
料
な
ど
で
化
粧
を
施
す
と
か
。

同
様
の
風
習
は
、
丹
後
や
若
狭
な
ど
に
も

伝
わ
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
化

粧
の
仕
方
も
異
な
る
の
だ
と
も
。
そ
れ
ら

を
見
比
べ
て
み
る
と
い
う
の
も
面
白
そ
う

で
あ
る
。

　

一
番
札
所
で
あ
る
玉
野
市
の
中ち

ゅ
う

蔵ぞ
う

院
を

皮
切
り
と
し
て
、
八
十
八
番
札
所
の
明
王

院
に
到
る
ま
で
、
児
島
の
地
に
点
在
す
る

八
十
八
所
の
霊
場
を
巡
り
歩
く
と
い
う
の

が
、
児
島
八
十
八
ヶ
所
霊
場
巡
り
で
あ
る
。

出
立
地
と
な
る
玉
野
市
ば
か
り
か
、
岡
山

市
や
倉
敷
市
な
ど
に
点
在
す
る
霊
場
を
も

合
わ
せ
、
一
周
35
里
（
約
１
４
０
㎞
）
を

め
ぐ
り
歩
く
と
い
う
巡
礼
の
旅
で
あ
る
。

　

こ
の
霊
場
巡
り
が
始
ま
っ
た
の
は
、
江

戸
時
代
の
天
保
年
間
の
１
８
４
０
年
の
こ

と
。
発
案
し
た
の
は
倉
敷
市
に
あ
る
二
十

四
番
札
所
の
吉き

っ

塔と
う

寺
の
円え

ん
明み

ょ
う

和
尚
を
は
じ

め
と
す
る
３
人
の
和
尚
た
ち
で
あ
っ
た
と

か
。
そ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
八
十
八
番

札
所
が
整
備
さ
れ
、
今
日
に
至
る
ま
で
多

く
の
巡
礼
者
を
受
け
入
れ
続
け
て
き
た
の

で
あ
る
。

　

ル
ー
ト
上
の
道
端
に
は
、
遍
路
石
と
呼

ば
れ
る
道
標
が
置
か
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

児
島
八
十
八
ヶ
所
霊
場
の
情
報
を
事
前
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
か
ら
巡
り
歩
く
の
が
オ
ス

ス
メ
。
各
霊
場
の
所
在
地
を
記
し
た
地
図

も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
心
強
い
味

方
に
な
っ
て
く
れ
る
は
ず
だ
。
も
ち
ろ
ん
、

各
霊
場
で
御
朱
印
を
い
た
だ
く
た
め
の

『
納
経
帳
』
を
手
に
す
る
こ
と
も
お
忘
れ

な
く
。
道
中
の
景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
、

心
穏
や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
み
た
い

も
の
で
あ
る
。

京
の
都
か
ら
や
っ
て
き
た

女
性
の
悲
し
い
物
語

88
も
の
霊
場
巡
り
を
目
指
し
て

約
１
４
０
㎞
を
踏
破

胸
上
の
地
蔵
2

胸
上
の
地
蔵
3

胸
上
の
地
蔵
4

番
田
の
地
蔵

宗
蔵
寺
の
地
蔵

八
浜
の
地
蔵

沼
の
地
蔵

北
方
の
地
蔵

上
山
坂
の
地
蔵

下山坂の地蔵3

下
山
坂
の
地
蔵
2

下山坂の地蔵1

点在する化粧地蔵

テ
ー
マ
で
知
る
郷
土
の
歴
史 

玉
野
市
東
部
の
神
話
と
信
仰

鉾島　
住所／玉野市番田
見学自由
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30

430

430

62

62

407

427

462

466

266

22

45

45

405

399

217

405

74

74

74

30

児
島
湖

三堀池

天王池 志池

倉敷
川

長谷川

鴨川

瀬戸内海

玉野市

岡山市

倉敷市

蓮華庵

玉野市立図書館・中央公民館

王子が岳パークセンター

渋川マリン水族館

玉野市役所
早瀧比咩神社

八浜町並み保存拠点施設
無動院

龍乗院

三宝院

常楽院

蓮光院
金剛寺

八浜八幡宮

正蔵院

観音院

宇野駅

備前田井駅

八
浜
駅

常
山
駅

迫
川
駅

備
前
片
岡
駅

彦
崎
駅

茶
屋
町
駅
へ

JR宇野みなと線

大槌島

鼻繰鼻

井島

直島

石島

出
崎

筏島

波張崎

大入崎

道の駅
みやま公園

みやま
公園 玉野

スポーツ
センター

倉
敷・玉
野
シ
ー
サ
イ
ド
ル
ー
ト

玉
野
人
コ
ー
ス

倉敷・
玉野

シー
サイド

ルー
ト

倉敷
・玉
野シ
ーサ
イドルート

玉
野
人
コ
ー
ス

龍乗院本堂・鐘楼門・石段・石垣

不動明王立像・金剛寺文書・阿弥陀如来坐像

出崎の和鏡・菅井の和鏡

聖観音菩薩立像

懸仏基板

八浜八幡宮棟札・快神社本殿

聖観音菩薩立像

聖観音菩薩立像
不動明王立像

道清夫婦の墓

山下家の墓

大崎八幡宮宮山一帯

戸川幽林、日賢・日教の墓

薬師如来坐像

十一面観音菩薩立像

孫座古墳

大師画像・地蔵菩薩立像・木造 阿弥陀如来立像

地蔵菩薩立像

阿弥陀如来立像

石島の弥生式集団墓

高心の墓

不動明王
二童子画像

八浜のだんじり

秀天の石橋

木造冥界群像

P.4

P.8
P.13

P.10,15

P.12

P.16

P.16

P.16

P.16

P.16

P.16

P.15

P.16

P.15

P.17

P.16

P.16

P.16

P.16

P.17

P.17
P.16

P.16

P.7

常山城跡

与太郎神社
旧専売局味野収納所

 山田出張所

玉比咩神社

塩竃神社

番田の立石

鉾島

化粧地蔵（胸上1）

化粧地蔵（胸上3）

化粧地蔵（胸上2）

化粧地蔵（胸上4）

中蔵院

明王院化粧地蔵
（宗蔵寺）

化粧地蔵（沼）

化粧地蔵（番田）
化粧地蔵（北方）

化粧地蔵（下山坂2）
化粧地蔵（下山坂1）

化粧地蔵（上山坂）

東児の立石

化粧地蔵（下山坂3）

化粧地蔵（八浜）

友林堂
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歴史スポットとあわせて巡る

本誌掲載の歴史スポットと、玉野市内の主な文化財を掲載。
海沿いから東児方面まで、玉野の魅力を再発見できるサイクリングルートもチェックを！

おすすめサイクリングルート

「ハレいろ・サイクリング OKAYAMA」が推奨して
いる倉敷・玉野シーサイドルートから、さらに東児
や八浜エリアへ延長して、景色や文化財の見学を楽
しみながら巡る玉野人コースもおすすめです。

玉野人コース

国登録有形文化財
名称 種別 所在地
龍乗院本堂・
鐘楼門・石段・石垣 建造物 龍乗院

旧専売局
味野収納所
山田出張所

建造物 山田

岡山県指定文化財
名称 種別 所在地
高心の墓 建造物 後閑
不動明王
二童子画像 絵画 蓮華庵

木造冥界群像 彫刻 正蔵院
秀天の石橋 建造物 槌ケ原

八浜のだんじり 有形民俗
文化財 八浜

玉野市指定文化財
名称 種別 所在地
不動明王立像 彫刻 金剛寺
金剛寺文書 古文書 金剛寺
阿弥陀如来坐像 彫刻 金剛寺
八浜八幡宮棟札 古文書 八浜八幡宮
快神社本殿 建造物 八浜八幡宮

八浜の秋祭り 無形民俗
文化財 八浜町八浜

波知の獅子舞 無形民俗
文化財 八浜町八浜

聖観音菩薩立像 彫刻 蓮光院
道清夫婦の墓 建造物 八浜町大崎
山下家の墓 建造物 八浜町八浜
大崎八幡宮宮山一帯 史跡 大崎八幡宮
友林堂 建造物 宇藤木
戸川幽林、
日賢・日教の墓 史跡 宇藤木

常山城跡 史跡 常山
薬師如来坐像 彫刻 正蔵院
十一面観音菩薩立像 彫刻 観音院

玉野の盆おどり 無形民俗
文化財

孫座古墳 史跡 田井
聖観音菩薩立像 彫刻 無動院
聖観音菩薩立像 彫刻 龍乗院
不動明王立像 彫刻 常楽院
大師画像 絵画 三宝院
地蔵菩薩立像 彫刻 三宝院
木造 阿弥陀如来立像 彫刻 三宝院
地蔵菩薩立像 彫刻 中蔵院
阿弥陀如来立像 彫刻 明王院

聴聞行事 無形民俗
文化財 東児地区

石島の弥生式集団墓 史跡 石島

出崎の和鏡 考古資料 玉野市立図書館・
中央公民館

菅井の和鏡 考古資料 玉野市立図書館・
中央公民館

平形銅剣 考古資料 個人蔵
懸仏基板 歴史資料 早瀧比咩神社

玉野市内ササイイククリリンンググMAP
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